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＜遺言の種類について＞

相続人の間の相続をめぐる紛争を回避する方法のひとつとして、遺言があげられます
が、その方法や特徴をご紹介いたします。

遺言には主に３通りあり、それぞれの方法や特徴などのポイントを以下のとおりま
とめました。
＜遺言の方法と特徴＞
Ⅰ．自筆証書遺言
方法：全文自筆（代筆・ワープロ不可）日付氏名自署して押印し、本人や推定

相続人、遺言執行者等が保管。
特徴：費用がかからない。専門家の確認が無い為、内容が無効になることも

あり。内容を秘密にできるも紛失等のリスクあり。
Ⅱ．公正証書遺言
方法：内容を公証人に口授して公証人が証書作成、公証役場にて保管。
特徴：費用はかかるも、公証人が作成する為、変造や無効になるリスク低い。

Ⅲ．秘密証書遺言
方法：自筆押印したものを公証人が立会い、本人や推定相続人、遺言執行者

等が保管（代筆・ワープロ可）。
特徴：費用がかかり、内容が無効になることもあり。内容を秘密にできるも

紛失等のリスクあり。
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遺言はどの様な方法がある？

遺留分について

相続人が遺言内容に納得をされないケースもあるかもしれません。この場合、一
定割合の財産を一定の法定相続人に保障する制度として、「遺留分減殺請求」が
あり、遺留分を侵害された法定相続人は、権利を請求することができます。（請
求できる範囲は法定相続分の２分の１、兄弟姉妹は遺留分無し）
遺言の方法と特徴を理解したうえで、どの方法の遺言を行うかを選択することが
望ましく、専門家にご相談されながら進めることをおすすめします。（庄司）


